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放課後放課後放課後放課後のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの居場所事業居場所事業居場所事業居場所事業        

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

    （        ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （       ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

    （ 防災教育 ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援     （      ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流     （     ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○） ○    

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等 １  ４５ 久慈市立中央公民館、久慈湊分館、等 

 

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

 死者４名、行方不明者２名、住宅・建物被害２７８棟。水産業に甚大な被害を受けた。また、当市中央公民館は、波

があと１ｍ高ければ被災した可能性があり、利用者の安全確保は喫緊の課題である。 仮設住宅数：２地区１５戸 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞        ～～～～キッズキッズキッズキッズ☆☆☆☆ワンダラーズワンダラーズワンダラーズワンダラーズ    津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練～～～～    

学校数学校数学校数学校数    

＜取組の内容を具体的に記載＞ 

 週一回の頻度で体験活動を中心に展開をしている久慈市立中央公民館会場『放課後の児童生徒の居場所事業』キッ

ズ☆ワンダラーズでは、年度の初めに津波を想定した避難訓練を実施した。 

 会場の中央公民館は、かろうじて津波被災を免れたが、河川敷のすぐ脇に立地していることから、津波の遡上や河川の

氾濫による被害が予想されるため、年度初めの段階で、活動の一環とした避難訓練を実施した。 

 子どもたちは、学校で避難訓練を行っているものの、学校外での訓練を初めて行う子たちも多く、緊張感を持って、山手

側に１ｋｍほど歩いた先にある岩手県立久慈東高校まで、避難する活動を行うことができた。 

 また、公民館の職員や、安全管理員も、子どもたちを避難させるという活動をしたことは初めてだったので、大変良い経

験となった。 

 今後も、避難訓練の実施と防災意識の向上を図りながら、子どもたちの安心安全を確保しながら活動できる居場所とな

るよう努めていきたい。 

放課後子ども教室での実際の避難訓練の様子 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

   久慈市では漁港等の被害が大きく、復旧に係る経費は膨大である。一方で、社会教育関連予算は大幅に

減少しており、子どもたちの放課後の居場所としての安心・安全を確保するとともに、学校外での子どもたちの

防災意識の啓発や、子どもたちに対応する安全管理員等のスキルアップは大きな課題として残っている。 

◇住民等からの要望・必要な取組 

子どもたちの放課後の居場所としての安心・安全の確保は、居場所としての場所を設置するだけではなく、

緊急時の対応を含め、多様な状況に対応することが望まれる。 

実際に大震災が発生した時間帯に開設している子ども教室でも、学校と同じように、子どもたちが緊急時に

対応できる訓練等が実施されることにより、安心・安全をより確かなもののとした居場所が運営されるようにな

ると思われる。 

市内全地域に放課後子ども教室を開設し、子どもたちの放課後の安全を確保してもらいたい。 

 

準備段階準備段階準備段階準備段階        

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

 ・市町村教育委員会 ～ 事業企画、運営委員会の開催、評価の集約 

 ・学校 ～ 事業の周知及びＰＴＡ等との連携 

 ・公民館 ～ 活動場所の提供、活動の実施、地域住民への周知 

・各種ボランティア団体 ～ 事業実施に際しての活動支援 

 ・教育事務所 ～ 事業に係る他市町村事例等についての情報提供及び関係機関との連絡調整 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

 ・浸水区域の子ども教室をモデル地区と設定し、重点的な支援を行い、他の教室に提供できる実践を展開 

 ・地域住民や、関係施設等の協力を得、実際に起こり得る災害に対して子どもたちを守る地域の力の育成 

 ・市内全域での同等の住民サービスの提供のため、全ての地区での子ども教室の開設 

 ・家庭教育支援や、学校と地域の協働推進による、全地域での地域の教育力の向上推進 

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

 

◇これまでの取組による成果 

  放課後の児童生徒の居場所については、本年度山根小学校に設置することができ、市内の設置率１００％

を達成することができた。 

  家庭教育支援は活動が定着し、各学校、公民館等で効果的な研修会が開催されている。 

  学校と地域の協働推進については、学校支援地域本部が見える形で成果が出てきているので、来年度本

部設置を希望する学校が増えている。 

◇課題や今後の展望 

   放課後子ども教室や学校支援のニーズも、事業の浸透と共に年々高まってきている。現在、本事業で対

応しきれていない市内の地区は国の緊急雇用対策の事業を活用して、人員配置をしている。 

   次年度から、緊急雇用事業を活用した人材配置ができないため、本事業を活用して、児童の安全安心な

居場所の確保や、地域の人材を活かした被災地での働く場の創出が継続されることが望まれる。 

   社会教育分野を含む市の予算が、毎年度減少する中、予算の確保が難しくなってきており、継続した取り

組みを進めるため、国、県の継続した財政支援が必要である。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


